
   

  

去
る
11
月
10
日
、
京
都
市
北
区
上
賀
茂
神

社
の
境
内
で
～
食
を
育
む 

京
の
旬
～
を
テ

ー
マ
に
『
京
の
農
林
秋
ま
つ
り
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
12
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
等
と
の
共
催
に
よ
る
「
京
都
★
食
育
フ

ェ
ア 

京
の
旬
の
味
を
つ
な
ぐ 

食
育
の
つ

ど
い
」
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
爽
や
か

な
秋
空
の
下
、
野
菜
や
地
域
特
産
物
を
買
い

求
め
る
方
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
親

子
連
れ
な
ど
約
２
万
８
百
人
の
来
場
者
で
賑

い
ま
し
た
。 

            
 

             

開
会
式
は
大
原
野
地
域
の
若
者
で
作
る
竹

太
筒
の
会
に
よ
る
力
強
い
竹
太
筒
の
演
奏
で

始
ま
り
、
そ
の
後
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
本
市
の

食
育
へ
の
取
組
や
未
来
の
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー

育
成
事
業
に
取
り
組
む
農
家
や
子
ど
も
た
ち

の
生
の
声
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
命
の
源
で
あ
る
「
食
」
。
そ
の

「
食
」
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
京
野
菜
と
、

そ
れ
を
作
り
出
す
農
家
の
お
話
を
、
誰
も
が

熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、「
食
」
や
「
農
」
を
身
近
な
事

柄
と
し
て
見
て
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
農

業
・
農
村
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い 

機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
た
京
の
旬
野
菜
品

評
会
に
は
、
506
点
の
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た

野
菜
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も
素
晴
ら

し
い
野
菜
ば
か
り
の
中
で
、
左
記
の
皆
様
が

市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

       

京
都
市
長
賞 

（
敬
称
略
） 

総
合
（
聖
護
院
だ
い
こ
ん
・
小
か
ぶ
・
み
ず
菜
） 

左
京
区
修
学
院 

音
川 

次
清
・
峯
子 

ほ
う
れ
ん
そ
う 

右
京
区
太
秦 

 

水
本 

桂
太
・
仁
美 

こ
ま
つ
な 

右
京
区
嵯
峨 

 

山
田 

耕
司
・
恵
子 

九
条
ね
ぎ
（
細
系
） 

伏
見
区
深
草 

 

武
村 

友
治
・
弘
江 

み
ず
菜
（
小
束
） 

 
 

伏
見
区
羽
束
師 

髙
畑 

一
男
・
美
津
子 
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京
都
市
林
業
研
究
会
京
北
支
部 

見
事 

第
１
位 

  

去
る
８
月
30
日
～
31
日
、
和
歌
山
県
高
野
町
で
開
催

さ
れ
た
平
成
19
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
グ
ル
ー
プ
コ

ン
ク
ー
ル
に
、
京
都
府
代
表
と
し
て
、
京
都
市
林
業
研
究

会
京
北
支
部
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

地
域
の
林
業
グ
ル
ー
プ
が
、
自
主
的
な
活
動
内
容
を
発
表

し
、
林
業
技
術
の
向
上
と
林
業
経
営
の
改
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
京
北
支
部
は
、
『
放
置
森
林
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
―
間
伐
モ
デ
ル
団
地
設
定
と
間
伐
教
室
』
を
テ
ー

マ
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
の
木
材
価
格
の
長
期
低
迷

等
に
よ
り
、
放
置
森
林
が
増
加
し
、
林
業
経
営
意
欲
が
低

下
す
る
中
、
森
林
所
有
者
へ
間
伐
を
働
き
か
け
、
施
業
に

よ
る
視
覚
的
効
果
や
作
業
条
件
に
よ
る
経
費
を
具
体
的

に
示
す
な
ど
採
算
性
の
取
れ
た
間
伐
施
業
を
実
践
し
た

成
果
が
評
価
さ
れ
、
見
事
第
１
位
に
輝
か
れ
ま
し
た
。
来

年
２
月
に
は
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
さ

れ
ま
す
。
同
支
部
は
旧
京
北
町
時
代
の
昭
和
54
年
に
設
立 

 
 
 
 

 
 
 
 

さ
れ
、
一
日
林
業
体
験
イ
ベ
ン
ト 

や
丸
太
椅
子
の
製
作
販
売
な
ど 

に
取
り
組
ま
れ
、
林
業
技
術
の
研 

究
と
改
善
を
目
指
し
て
幅
広
く 

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

こ
れ
を
契
機
に
、
更
な
る
ご
活 

躍
を
期
待
し
ま
す
。 

   

農
薬
の
剤
型
に
よ
る
飛
散
危
険
度
は
、
高
い
順
に
粉
剤
、

液
剤
、
粒
剤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
危
険
度
が

低
い
も
の
を
使
用
し
、
危
険
度
が
高
い
も
の
を
使
用
す
る

場
合
は
左
記
の
点
に
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

                  

  

11
月
23
日
、
韓
国
南
部
の
肉
用
ア
ヒ
ル
農
場
で
弱
毒

タ
イ
プ
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。 

左
記
の
予
防
対
策
を
確
認
し
、
本
病
の
侵
入
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。 

            

 
【野鳥による伝播対策】 
防鳥ネットの設置 

【鳥の飲料水の消毒】 

水道水又は消毒済の水の使用 
【人・車両による伝播防止】 

飼育場所には「踏み込み消毒 
槽」の設置、手指の消毒 

【野生動物による伝播防止】 

イタチ、ネズミ、ゴキブリ、 
ハエ等の侵入防止対策 

 

対策を徹底しましょう！！ 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
侵
入
を
防
止
し
ま
し
ょ
う 

！

京都市の取組み（京都府と合同） 
 

◎1,000 羽以上の養鶏農家に対し、 

３ヶ月に１回、ウイルス抗体検査と

巡回指導を実施 

◎１羽以上の全ての家きん飼養者を対 

象に、９～11 月に巡回指導を実施

し、野生鳥獣の侵入防止対策や消毒

等の確認と連絡体制を徹底 

◎状況に応じた巡回指導と 

啓発ビラの配布 
 

飼育鶏に異変を感じたら 

農業振興整備課222-3352 に一報を！ 

シ
リ
ー
ズ 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
へ
の
対
応 

 
 

農
薬
の
適
正
使
用 

～ 

飛
散
対
策 

～ 

 １.飛散しやすい動噴手散布では、散布操作には特に注意する。 
２.遠く飛ばそうとしてノズルの角度を上げすぎたり、むやみに振り回

 したりしないようにする。 
３.ミスト機は使用しない。 

液 剤 

 １.粒剤でも、噴頭を畦畔方向に向けて散布したり、風が強い時に散布 
すると、条件によっては 10ｍ程度飛散することがあるので注意する。

２.除草剤は飛散しにくいフロアブル剤の手ぶり散布やジャンボ剤を使 
 用する。 

粒 剤 

 １.必ずＤＬ粉剤を用いる。 
２.弱い風でも飛散しやすいので、風のない時に散布する。 
３.飛散の可能性を少しでも減らすため、朝露のある時間帯を利用する。

粉 剤 

発表の様子（京北支部塔下守氏） 



 

   

「
攻
め
の
気 

持
ち
を
忘
れ
た 

ら
あ
か
ん
ね
。
」 

と
明
る
く
強
く 

お
っ
し
ゃ
る
の
は
上
賀
茂
地
区
の
安
井
博

良
さ
ん
。
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
ハ
ウ
ス
３
棟
30

ア
ー
ル
で
ト
マ
ト
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
土
耕
ト
マ
ト
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
連
作
障
害
に
悩
ま
さ
れ
、
低
労

力
で
高
収
益
な
作
目
を
模
索
し
た
結
果
、

10
年
前
に
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
ト
マ
ト
を
上

賀
茂
地
域
で
一
番
早
く
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
施
設
の
導
入
の
際
、
安
井
さ
ん
は

認
定
農
業
者
と
な
り
、
制
度
融
資
を
活
用

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
融
資
や
補
助
事

業
を
活
用
し
、
規
模
拡
大
や
施
設
整
備
を

進
め
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
認
定
の
申
請
や

更
新
に
あ
た
り
、
今
後
の
営
農
計
画
を
立

て
る
際
に
は
、「
営
農
の
現
状
や
計
画
を
確

認
す
る
節
目
に
な
っ
た
。
」
と
計
画
作
成
の

重
要
性
を
再
確
認
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
安
井
さ
ん
の
営
農
姿
勢
は
、

上
賀
茂
地
域
に
影
響
を
与
え
、
若
手
を
中

心
に
施
設
ト
マ
ト
の
導
入
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
今
で
は
『
上
賀
茂
園
芸
研
究
会
』
が

結
成
さ
れ
、
安
井
さ
ん
は
会
長
と
し
て
共

同
出
荷
や
視
察
研
修
な
ど
の
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

栽
培
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
尋
ね
る
と
「
や

っ
ぱ
り
安
全
・
安
心
や
ね
。
」
と
言
わ
れ
、

ス
ー
パ
ー
等
消
費
者
と
身
近
な
取
引
を
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
重
要
点
と
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
作
業
効
率

や
生
産
者
側
の
安
全
も
考
え
、
細
霧
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
生
産
者
に
と
っ

て
も
安
全
・
安
心
な
設
備
整
備
も
進
め
て

お
ら
れ
ま
す
。 

「
働
い
て
ば
っ
か
り
の
農
業
は
あ
か

ん
。
」と
家
族
と
の
時
間
や
趣
味
の
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
パ
ワ
ー
が
沸
い

て
く
る
と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。「
原
油
高

騰
や
温
暖
化
な
ど
施
設
農
家
を
取
り
巻
く

状
況
は
厳
し
い
け
れ
ど
、守
り
に
入
ら
ず
、

後
継
者
が
喜
ん
で
継
い
で
く
れ
る
よ
う
な

農
業
に
し
て
い
き
た
い
。
」
と
最
後
に
力
強

く
抱
負
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

   

✐ 

昨
今
、
不
適
切
な
食
品
表
示
が
相
次
ぎ
、

食
の
安
全
性
に
対
す
る
不
安
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
農
産
加
工
品
も
適
正
な
品
質
表

示
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

①
包
装
又
は
容
器
入
り
の
も
の
は
原
則
品

質
表
示
が
必
要
で
す
（
製
造
・
加
工
場
所

で
消
費
者
に
直
接
販
売
し
、
密
閉
し
な
い

場
合
は
表
示
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。 

②
表
示
例
を
参
考
と
し
て
、
６
つ
の
事
項

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
JAS
法
、
食

品
衛
生
法
、
景
品
表
示
法
な
ど
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

         

認
定
農
業
者
紹
介
３ 

北
区
上
賀
茂 

安
井
博
良
さ
ん 

明
る
く 
、
そ
し
て
攻
め
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に 

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
認
定
農
業
者
制
度
を

御
活
用
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
は
、
各
農

業
指
導
所
・
京
北
農
林
事
務
所
ま
で
。

＜加工食品の表示例＞ 
名 称 たけのこの水煮 
原材料名 たけのこ（京都市産）、クエン酸

内 容 量 固形量 700g 内容総量 900g 
賞味期限 ２００８．１．２５ 

保存方法
直射日光を避け、常温保存して
ください。 

製 造 者
たけのこ生産組合 
○○区△△１２－３ 

HPアドレス http://www. ○○○×××.jp 

※文字の大きさは容器・包装の表面積が 150cm2以
上の場合は８ポイント以上で表示します。 

・製造者名称住所以外にも、電話番号やホーム
ページアドレス等も記載可能 

・製品の特性に合った保存方法を記載 
・常温保存以外に特記する事がない場合は省略 
可能 

・原材料に占める重量の多いものから記載
・食品衛生法に基づく食品添加物は全ての 
原材料名の後に多いものから順に記載 

・原材料に占める重量が 50％以上のものは 
原産地を表示 

・アレルギー物質（卵・乳・小麦・そば・ 
 落花生）を含む場合は必ず表示 
・２種類以上の原材料からなる複合原材料 
 については、括弧をつけて多いものから 
 表示 
〔例：たれ（醤油、酢、みりん）〕 

・製造日を含め５日以内に消費すべき食品には
「消費期限」と記載 

・期限までの期間が３ヶ月以内のものは年月日
を記載し、それ以上は年月を記載 

・別の箇所に記載する場合は、その場所を明記

・通常は重量や体積又は数量(個)で記載
・こんにゃく等のように固体と液体を両方 
入れる場合は右例のように表示 

※加工食品の製造にあたっては、許可や届出が必要
となります。詳しくはお近くの保健所か各農業指導
所・京北農林事務所までご相談ください。



 
 

 

左
京
区
静
市
静
原
地
域
で
は
、
ほ
場
整
備
、
花
き

生
産
団
地
整
備
等
、
営
農
基
盤
の
整
備
を
行
い
、
地

域
を
あ
げ
て
「
花
の
里
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
当
地
域
で
も
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
の
問
題

は
深
刻
で
あ
り
、
利
用
権 

設
定
に
よ
る
農
地
流
動
化 

や
コ
ス
モ
ス
作
付
け
に
よ 

る
遊
休
農
地
発
生
防
止
の 

取
組
の
ほ
か
、
朝
市
の
開 

催
、
観
光
芋
掘
り
農
園
開 

設
な
ど
様
々
な
取
組
み
が 

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

10
月
13
日
（
土
）
に
は
９
回
目
を
迎
え
た
「
静

原
コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ア
」（
主
催
‥
静
原
コ
ス
モ
ス
ト

ピ
ア
の
会
）
が
開
催
さ
れ
、
満
開
の
コ
ス
モ
ス
の
中
、

地
元
産
品
の
販
売
や
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
小
学
生
に
よ
る
伝
承
太
鼓
の
演
奏
な

ど
多
彩
な
催
し
に
、
訪
れ
た
多
く
の
市
民
が
静
原
の

秋
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
19
年
度
か
ら
は
「
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
」
に
取
り
組
み
、
景
観
形
成
や
道
水
路

の
管
理
作
業
に
加
え
、
学
校
教
育
と
連
携
し
た
取
組

な
ど
静
原
の
里
を
守
る
た
め
の
さ
ら
な
る
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

伏
見
区
深
草
地
域
で
は
、
京
都
市
農
業
協
同
組
合

深
草
支
部
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
京
都
・
深
草
ふ
れ
あ
い

隊 

竹
と
緑
」
等
を
構
成
員
と
す
る
「
深
草
月
と
う

ず
ら
の
里
づ
く
り
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

当
団
体
は
、
荒
れ
た
農
道
の
整
備
や
遊
休
農
地
を

適
正
に
管
理
す
る
活
動
の
ほ
か
、
地
元
の
高
校
や
中

学
校
の
協
力
を
得
て
、
竹
や
ぶ
周
辺
の
草
刈
り
や
花

壇
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

９
月
中
旬
に
は
、
行
政
を
含
め
総
勢
約
120
名
で

行
わ
れ
た
、
大
岩
街
道
周
辺
地
域
の
不
法
投
棄
清
掃

に
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
ご
み
の
多
い
農
道
約

200
メ
ー
ト
ル
で
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、
周
囲
に
竹

を
使
っ
た
不
法
投
棄
防
止
柵
を
設
置
し
、
美
し
い
景

観
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
11
月
２
日
に
は
藤
森
神
社
に
お
い
て
、

間
伐
竹
を
利
用
し
た
竹
筒
や
オ
ブ
ジ
ェ
に
灯
を
と 

   

も
す
「
深 

草
竹
あ
か 

り
の
夕
べ
」 

が
開
催
さ 

れ
、
竹
を 

テ
ー
マ
と 

し
た
地
域
振
興
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

将
来
的
に
は
地
域
の
環
境
向
上
を
目
指
し
、
散
策

道
を
整
備
し
、
誰
も
が
親
し
み
訪
れ
や
す
い
地
域
づ

く
り
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

幻想的な竹灯 

ごみだらけの道が… 

柵を設けてスッキリ！ 

～～農農地地・・水水・・環環境境保保全全向向上上対対策策～～

““農農””資資源源をを生生かかししてて  
““夢夢””ののああるる「「地地域域づづくくりり」」をを！！！！

11 月からホームページが新しくなりました。内容も

一層充実させてまいりますので，ぜひご覧下さい。 

http://www.city.kyoto.lg.jp/sankan/soshiki/7-4-0-0-0_1.html

道路の使用に直接関係のない農業用機械等の軽油

に対しては、軽油取引税（1 リットルに付き 32 円 10

銭）が免除となります。 

手続きは、京都南府税事務所（TEL 075-692-1395）

までお問い合わせください。 

原油が高騰しています！




